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日本赤十字社は、皆さまのご支援で、365日活動を続けています。

【国際活動】
【国内災害救護】

【血液事業】

【医療事業】

【社会福祉】

【赤十字ボランティア】【青少年赤十字】

【看護師等の教育】

【救急法等の講習】

　昨年度、日本赤十字社島根県支部大田市地区へ皆さまからお寄せいただいた会費総額は、
６，６３７，３８０円（一般６，３２４，３８０円・法人３１３，０００円）となりました。ご協力大変
ありがとうございました。
　日本赤十字社ではお寄せいただいた会費により、国内外を問わず災害等で被害を受けられた
方々への医療支援や物資支援を行っています。また防災のための講習会開催やボランティア
育成も行っており、大田市地区においても災害への見舞や義援・救援金の受付等、年間を
通してさまざまな活動を行っております。
　どうか、一人でも多くの方に赤十字の社会的使命と公共性をご理解いただき、会員入会・
活動資金の募集にご協力賜りますようお願い申し上げます。
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いのちをつなぐ
９つの

赤十字事業

５月は赤十字運動月間です



（２）（２）

事
業
計
画

事
業
計
画

事
業
計
画

社協だより 第117号 2025.4

令和
7年度

　【
情
勢
認
識
】

　
近
年
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
単
身

世
帯
の
増
加
及
び
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り

の
希
薄
化
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
加

え
、
昨
今
の
物
価
高
騰
等
に
伴
う
経
済
状
況

の
変
化
も
背
景
と
し
、
生
活
困
窮
や
子
ど
も

の
貧
困
、
ひ
き
こ
も
り
、
孤
独
死
、
自
死
等
、

個
人
・
世
帯
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
対

応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え

手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
互
い

に
支
え
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や

役
割
を
も
て
る
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
本
会
は
大
田
市
と
連
携
し
て
、

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
や
、「
相

談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
」
の

３
つ
を
柱
と
し
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
改
正

（
令
和
７
年
４
月
施
行
）
に
よ
り
、
居
住
支
援

の
強
化
、
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
、
支
援

関
係
機
関
の
連
携
強
化
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
法
改
正
を
受
け
、
生
活
困
窮
者
等
の

自
立
相
談
支
援
、
家
計
改
善
支
援
、
就
労
準

備
支
援
の
３
つ
の
事
業
の
一
体
的
な
実
施
と

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
の
強
化
、
社
会

福
祉
法
人
連
絡
会
と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な

社
会
資
源
の
創
設
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
団
塊
の
世
代
の
全
員
が

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
年
で
あ
り
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
要
で
あ
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
一
層
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
や
障
が
い
等
に
よ
り
、
判
断
が
困

難
な
人
々
が
、
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
な
ど
を
利
用
し
、
尊
厳
の
あ

る
本
人
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
意
思
決
定
支
援
の

た
め
の
環
境
整
備
な
ど
、
中
核
機
関
と
し
て

の
機
能
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

住
民
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
区
協
議

体
、
自
治
会
や
単
位
民
生
児
童
委
員
協
議
会

等
、
地
域
の
多
様
な
主
体
や
人
々
が
、
ど
ん

な
地
域
で
あ
り
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
い
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
」
と

い
う
環
境
の
醸
成
と
そ
の
支
援
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
を
認
識
し
た
上

で
、
令
和
７
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
４
次

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
お
い
て
は
、
基
本

理
念
を
『
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
「
暮
ら
し
」

を
つ
く
る
』
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、行
政
、

民
間
事
業
所
等
並
び
に
地
域
組
織
・
団
体
、

住
民
と
連
携
・
協
働
し
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　【
基
本
理
念
】

 

「
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
”暮
ら
し
“を
つ
く
る
」

　【
基
本
方
針
】

１　
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、住
民

相
互
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
意
識
の
醸
成
な
ど

 

”人
づ
く
り 

“が
重
要
で
す
。
様
々
な
住
民
が
互
い

を
尊
重
し
、
地
域
で
共
に
生
き
る
力
を
育
む
福
祉

教
育
の
取
り
組
み
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
と

な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
、
地

域
で
の
居
場
所
づ
く
り
や
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
の
”地
域
づ
く
り
“を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
の
協

働
に
よ
り
、多
様
化・複
雑
化
す
る
地
域
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

　
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
分
野
や

属
性
な
ど
で
分
け
ず
、全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、

生
き
が
い
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
住
民
や
関
係
機
関
を
始
め
と
す
る

多
様
な
主
体
の
連
携・協
力
に
よ
る
、様
々
な
地
域

生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
と
し
て

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
権
利
擁
護
の
取
組
み
と
認
知
症
施
策
の
充
実

　
こ
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
認
知
機
能
の
低
下

や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
自

己
実
現
で
き
る
よ
う
権
利
擁
護
の
取
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
何
ら
か
の
理
由
で
犯
罪
を
し
た
人
が
き
ち
ん
と

更
生
で
き
る
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
様
々
な
社
会
的
な
要
因
か
ら
自
死
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、住
居
確
保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
や
買
物
・

通
院
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
住
ま
い
や
移
動
手
段
の
確
保
・
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
４
月
に
発
生
し
た
島
根
県

西
部
地
震
の
経
験
も
踏
ま
え
、
非
常
時
に
備
え
た

平
常
時
に
お
け
る
連
携
・
協
働
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

【
経
営
方
針
】

（１）
適
切
な
法
人
経
営

　
○
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
、
評
議
員
選

　
　
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催

　
○
苦
情
解
決
の
た
め
の
第
三
者
委
員
の
設
置

　
○
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
検
証
・
見
直
し

（２）
情
報
の
発
信

　
○
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
紹
介・情
報
提
供

　
○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

（３）
財
源
の
確
保

　
○
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大

　
○
民
間
助
成
金
な
ど
の
積
極
的
活
用

（４）
そ
の
他

　
○
職
員
の
専
門
性
向
上
と
資
格
取
得
促
進

　
○
大
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業　

　【
実
施
事
業
】

（１）
交
流
と
つ
な
が
り
に
よ
る
福
祉
教
育
・
人
づ
く

　
り
の
推
進
と
支
え
合
い
の
意
識
醸
成

　
○
様
々
な
主
体
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

　
　
福
祉
教
育
の
推
進

　
○
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
（
障
が
い
に
つ
い
て
の

　
　
理
解
）
の
推
進

　
○
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
車
い

　
　
す
移
動
介
助
）

　
○
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
○
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
○
福
祉
出
前
講
座

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
事
業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
カ
フ
ェ
の
開
催
）

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
手
続
き
事
務

　
○
民
間
助
成
事
業
等
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び

　
　
申
請
支
援

　
○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
貸
出
事
業

　
○
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

（２）
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
区
社

　
協
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充
実
と
地
域
に
お

　
け
る
つ
な
が
り
や
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

　
○
地
区
社
協
連
絡
会
議

　
○
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業

　
○
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業
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○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
○
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
第
２
層
）

　
　
情
報
交
換
会
・
研
修
会

　
○
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

　
○
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
開
催
支
援

　
○
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
応
援
助
成
事
業　

　
○
食
を
起
点
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業

　

 

「
こ
ね
く
と
食
堂
」

　
○
多
文
化
交
流
の
場
づ
く
り

（３）
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
協
働
し
た
地

　
域
生
活
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

　
○
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
に
基

　
　
づ
く
連
携

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進

　
○
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
寄
附
活
動
の
推
進

（４）
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
人
権
施
策
の
推
進

　
○
役
職
員
の
人
権
研
修
の
実
施

　
○
大
田
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
推
進

（５）
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
に
向
け
た
生
活
支
援

　
の
充
実

　
○
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
（
生
活
困

　
　
窮
者
相
談
窓
口
）

　
○
自
立
相
談
支
援
事
業

　
○
家
計
改
善
支
援
事
業

　
○
就
労
準
備
支
援
事
業

　
○
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等
の
た
め
の
共

　
　
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業 

　
○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
充
実
に
よ
る
自
立
相
談

　
　
支
援
機
能
強
化
事
業

　
〇
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
〇
特
例
貸
付
の
借
受
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　
　
支
援

　
〇
民
生
融
金
貸
付

　
○
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

　
○
学
生
服
等
活
用
事
業

（６）
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備

　
〇
ふ
く
し
よ
ろ
ず
相
談（
総
合
的
な
相
談
窓
口
）

　
〇
司
法
書
士
相
談

　
〇
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
会

　
〇
関
西
大
学
法
科
大
学
院
出
張
法
律
相
談

　
○
多
機
関
協
働
事
業

　
○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

　
○
参
加
支
援
事
業

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
推
進
事
業

　
○
同
行
支
援
事
業

　
○
衣
類
ド
ラ
イ
ブ　

　
○
生
活
物
品
利
活
用
事
業「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」

　
○
高
齢
者
の
実
態
把
握

　
○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
等
の
総

　
　
合
相
談
窓
口
）　

　
○
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業
（
個
別
会
議
・
自

　
　
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
会
議
）　

　
○
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

　
○
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備
と

　
　
情
報
提
供

（７）
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か
ら
成
年
後
見
制

　
　
度
へ
の
移
行
連
携

　
○
法
人
後
見
事
業

　
○
法
人
後
見
運
営
委
員
会
の
開
催

　
○
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
○
市
民
後
見
人
養
成
講
座

（８）
認
知
症
施
策
の
推
進

　
○
介
護
予
防
教
室
及
び
介
護
予
防
普
及
啓
発　

　
○
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
・
運
営

　
○
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
連
携
体
制

　
　
の
構
築

　
○
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　
○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
○
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

　
　
ン
ト

（９）
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
の
推
進

　
○
子
育
て
世
帯
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
交
流
の

　
　
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　
○
子
育
て
サ
ロ
ン
、サ
ー
ク
ル
等
へ
の
活
動
支
援

　
○
ふ
た
ご
親
子
交
流
事
業

　
○
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
の
運
営

（10）
障
が
い
の
あ
る
人
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
）
の
権
利

　
擁
護
の
推
進

　
○
重
度
身
体
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業

　
○
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

　
○
視
覚
障
が
い
者
の
集
い

　
○
家
族
相
談
員
紹
介
事
業

　
○
点
字
・
声
の
広
報
発
行
事
業

　
○
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し

（11）
虐
待
防
止
施
策
の
推
進

　
○
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応　

　
○
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
事
案
対
応

　
○
高
齢
者
虐
待
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
事
例
検
討

　
○
虐
待
防
止
研
修
会
の
開
催

（12）
再
犯
防
止
施
策
の
推
進

　
○
関
係
機
関
と
連
携
し
た
更
生
支
援

（13）
社
会
的
取
り
組
み
に
よ
る
自
死
対
策
の
推
進

（14）
安
心
し
た
地
域
生
活
の
基
盤
と
な
る
環
境
の
整
備

　
○
物
品
貸
出
事
業

　
○
住
居
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援

　
○
大
田
市
営
住
宅
入
居
に
お
け
る
緊
急
連
絡
人

　
　
届
出
支
援　

　
○
緊
急
時
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
○
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

（15）
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り

　
○
災
害
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
○
島
根
県
西
部
地
震
か
ら
７
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

　
　
訓
練

　
○
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
○
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
市
町
村
モ
デ
ル

　
　
事
業

　
○
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
活
動
推
進
事
業

　
○
災
害
時
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
○
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
へ
の
職
員
の
登
録
及
び
派
遣

　
○
島
根
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時

　
　
支
援
協
定
に
基
づ
く
被
災
者
支
援
活
動　

　【
福
祉
団
体
等
事
務
局
の
受
託
】

　
○
大
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
○
大
田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
○
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
大
田
市
地
区

　
○
島
根
県
共
同
募
金
会
大
田
市
共
同
募
金
委
員
会

　
○
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・

令和７年度 資金収支予算

会費収入 9,730

貸付事業収入
1,459

受取利息配当金収入 7
その他の収入 273
積立預金取崩収入 5,333

介護保険
事業収入
33,244

前期末支払資金残高 3,621

負担金収入 1,086
事業収入 3,869

県社協受託金
16,299

貸付事業費支出
2,585

積立預金積立支出
5,000

その他の活動による支出 14,854 予備費 2,545

負担金支出
544

事業費支出
47,703

事務費支出
12,465 役員報酬・人件費支出

232,082

助成金支出
19,680

寄付金収入 5,000

大田市受託金
214,431

共同募金
配分金
6,311

大田市補助金
36,795

支　出　 337,458千円 （単位：千円）

収　入　 337,458千円 （単位：千円）



（４）社協だより 第117号 2025.4

全６回、時間はいずれも9：00～12：00
【第１回】７月５日（土）
視覚障がい者と、ボランティアとしての
私たちのこと・自分の声を聴いてみる
【第２回】７月12日（土）
文字を音声にする技術１・自分の声を
録音する
【第３回】７月26日（土）
文字を音声にする技術２・録音した音
声を編集する、校正する
【第４回】８月９日（土）
写真やグラフ、図を言葉で表現する技術・
パソコンで録音する技術１
【第５回】８月23日（土）
録音した音声を校正する・パソコンで
録音する技術２
【第６回】８月30日（土）
音訳ボランティアとして、まとめ・パソ
コンで録音する技術３　復習

日　時

大田市役所及び大田まちづくりセンター

６名程度
700円程度(テキスト代として)
６月20日（金）
大田市社会福祉協議会地域福祉課
（担当：大久保・島田幹・川村）
電話：0854-82-0091

音訳に興味があり、簡単なパソコン操作
が可能な方で、講座修了後は音訳ボラン
ティアに参加し音訳活動ができる方

対象者

会　場

定　員

申込み締切
受講料

申込み・
問合せ先

　地域包括支援センターは高齢者の方の相談の窓口となっております。介護や福祉に関する相談や
介護予防教室、認知症サポーター養成講座の依頼等、お気軽にご相談ください。 　

令和７年度 広報音訳ボランティア
養成講座開催のお知らせ

　点字や点訳に関する学びを通じて、視覚障がいのある
方への理解を深めるとともに、点訳に必要な知識や技術
を習得することを目的として開催します。
※本や広報誌などの紙に書かれている文
字を指で触れて読むことができる「点字」
に訳す活動です。

全12回、時間はいずれも14：00～16：00
　８月23日（土）、８月30日（土）
　９月13日（土）、９月27日（土）
　10月11日（土）、10月25日（土）
　11月15日（土）、11月29日（土）
　12月13日（土）、１月10日（土）
　１月24日（土）、２月14日（土）

日　時

大田市中央図書館及び大田市民センター

５名程度

1,540円程度(テキスト代として)

７月22日（火）

大田市役所地域福祉課(担当:竹原)
電話：0854-83-8142
FAX：0854-82-9730
Mail：o-hukushi@city.oda.lg.jp

点字に関心があり、講座修了後は点訳
サークルに参加し点訳活動が出来る方
で、ノートパソコンをお持ちの方
※研修受講の際にはノートパソコンを  
　持参していただきます

対象者

会　場

定　員

申込み締切
受講料

申込み・
問合せ先

令和７年度 点訳奉仕員
養成講座開催のお知らせ

地域包括支援センターの主な役割

  総合相談支援
高齢者の方の介護や福祉に関する相談を受け、情報
提供や関係機関と連携をとるなどの支援を行います。
  権利擁護、高齢者虐待の早期発見・防止
高齢者の人権や財産を守る権利擁護事業、虐待の早期
発見・防止を進め、成年後見制度の紹介等を行います。

  包括的・継続的ケアマネジメント
地域の様々なサービスの連携強化や、ケアマネジャーの後方支
援を行うことにより、住みやすい地域づくりに取り組みます。
  介護予防ケアマネジメント
要支援の認定を受けられた方などの予防ケアプランの作成、
サービス調整、評価などを行います。

社会福祉協議会  地域包括支援センター　住所：大田市大田町大田イ128番地 大田市民センター２階　 
電話：0854-83-7766　FAX：0854-83-7767　　　時間：月曜日～金曜日  ８時30分～17時15分

お問い
合わせ先

大田市社会福祉協議会

新たな職員２名を
迎え、２年目の

スタートをしました。
大田市地域包括支援センター

　音訳についての学びを通して、文字による情報の入手
が困難な方への理解を深め、音訳に必要な知識や技術を
習得することを目的として開催します。
※音訳とは、視覚障がい等により広報誌等
の文字情報の取得が困難な方に対し、その
内容を音声にして情報を届ける活動です。



（５）社協だより 第117号 2025.4

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
7
年
2
月
〜
令
和
7
年
3
月
受
付
分
順
不
同・敬
称
略
）

香
典
返
し
寄
付

大
田　

沢
田　

哲
美　

浅
野　

浩
司

　
　
　

野
原　

厚
子　

下
垣
久
美
子

　
　
　

中
島　

敦
史　

福
間　

一
子

　
　
　

加
藤　

信
子　

森　
　

直
美

川
合　

山
﨑　

真
二

　
　
　

淨
教
寺　

熊
野　

俊
昭

志
学　

石
賀　

小
春

富
山　

錦
織　

里
志　

青
井　

将
之

朝
山　

岩
谷
美
由
紀

波
根　

加
藤　

豪
亮　

堀　

佐
喜
子

久
手　

品
川　

敏
彦　

越
峠　

久
志

　
　
　

岩
谷　

義
則　

小
谷　

勝
政

　
　
　

森
山　
　

智　

生
越　

裕
規

　
　
　

安
原　

伸
明

鳥
井　

原　
　

義
広　

田
中　

智
規

　
　
　

勝
部　

貞
一　

松
原　
　

隆

　
　
　

松
原　

真
治　

江
木
満
喜
子

長
久　

林　
　

泰
州　

山
﨑　

晴
美

　
　
　

津
賀　

敏
美　

藤
後　

耕
一

　
　
　

山
﨑　

卓
博　

山
﨑　

千
春

静
間　

荊
尾
由
起
子

五
十
猛　

千
賀　

経
明　

林　
　

和
子

大
屋　

渡
邊　
　

格

温
泉
津　

佐
々
木
秀
登

仁
摩　

泉　
　

裕
文　

尾
田　

英
夫

　
　
　

藁
田　

宗
子　

井
戸　

淳
美

　
　
　

池
田　

久
恵

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

千
葉
県　

松
本　

雅
広　

飯
塚　
　

清

広
島
県　

渡
邊　

研
吾

安
来
市　

石
田　

仁
史

松
江
市　

木
村　
　

巌

大
田　

井
上　

陽
子　

和
田　

由
美

　
　
　

松
原　

美
夕
紀

波
根　

加
藤　

正
子

大
屋　

三
島　

由
照

温
泉
津　

加
藤　

智
士

　
　
　

大
田
西
組
仏
教
婦
人
会
連
盟

お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
ご
利
用
者

生
長
の
家
白
鳩
会
大
田
地
区
連

㈱
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ　

カ
ー
ブ
ス
大
田
、

カ
ー
ブ
ス
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

　　
他
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
品
・
学
生
服
等
の
寄
贈

以
上
、
9
４
０
，６
５
１
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
古
切
手
、
プ
ル
タ
ブ
も

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一般
寄
付

大
田
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

出
雲
市　

島
根
中
央
信
用
金
庫

　皆さまのご厚志に心より御礼申し上げます。ご協力いただきました義援金は、
日本赤十字社を通じまして、被災地へお送りさせていただきます。
　また海外救援金は、各国赤十字社と国際赤十字・赤新月社連盟が現地で実施
する救援・復興支援活動に活用させていただきます。引き続きご協力いただき
ますようお願い申し上げます。

39件

15件

1,342,072円

846,650円

件数・金額

令和6年能登半島地震災害義援金

ウクライナ人道危機救援金

名　　称
日本赤十字社島根県支部大田市地区受付分 （令和7年3月31日現在）

義援金・救援金のご報告およびお礼について



社協だより 第117号 2025.4 社協だより 第117号 2025.4（７） （６）
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局
　令和7年3月1日（土）2日（日）の2日間にわたり、恒例の「福祉展-作品展示会-」を開催
いたしました。展示準備の最中、作品に魅了され、なかなか準備が進まない場面も・・・
それほど皆様の作品のクオリティに毎年のことながら驚かされます。シニア連の会員だけ
でなく福祉施設の皆様にも沢山ご出展いただき、お蔭様で賑やかに開催することができま
したこと御礼申し上げます。ご協力ありがとうございました。

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

「スポ－ツ吹き矢」「スポ－ツ吹き矢」
人気急上昇

「スポ－ツ吹き矢」

「ボッチャ」「ボッチャ」
千－ムで協力

「ボッチャ」
「ダイヤゾーンボール大会」「ダイヤゾーンボール大会」

島根発祥のスポ－ツ
「ダイヤゾーンボール大会」

令和７年５月２６日予定

「スポ－ツ大会」「スポ－ツ大会」

色んな種目で楽しもう
大田・温泉津・仁摩各ブロックで開催
「スポ－ツ大会」

「グラウンドゴルフ大会」「グラウンドゴルフ大会」

近年最も親しまれている
人気スポ－ツ

「グラウンドゴルフ大会」

「囲碁大会」「囲碁大会」
盤上の戦い

「囲碁大会」

年　間　行　事

スポ－ツスポ－ツ

文　化文　化

「福祉展」「福祉展」

趣味を超えた
クオリティー（作品）
「福祉展」

催し沢山！！
　楽しみ満載！！

日頃の成果を魅せるとき
輝け❣ビッグステージ
「芸能大会」「芸能大会」「芸能大会」「芸能大会」

「福祉大会」「福祉大会」

温泉津ブロック
仁摩ブロック
「福祉大会」

430点もの作品を展示！
280名の皆様にご来場いただき
大盛況でした！



問合せ先

大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第117号 2025.4（８）

混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）です。お名前、参加
人数、時間帯をお知らせください。予約は、電話（0854-82-0091）
または右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

予約受付
開始日 ６/１６（月）

地域ふれあい食
堂地域ふれあい食
堂

地域ふれあい食
堂

予約受付
開始日 ７/１４（月）

７/２５（金）７/２５（金）７/２５（金）

大田市民センター４階 大田市民会館 第１号室

大田市社会福祉協議会  総務課  大田市成年後見支援センター　TEL：0854-82-0091　FAX：0854-82-9960

令和7年度市民後見人養成講座開催のお知らせ令和7年度市民後見人養成講座開催のお知らせ

2025 夏物夏物 ６月１日(日)～６月２日(月)

大田市民センター１階和室

バザー（無料）
期間・会場

【回収する衣類】
大人用の夏物衣類で、肌着、靴下、下着は未使用品、その他は洗濯済み衣類
【回収しない衣類】
スーツ、シミなどの汚れ・破れ・寄れ・ほつれなどの
あるもの
【衣類の回収期間・持込み場所】
5月12日（月）～5月16日（金）、社会福祉協議会（本所・
各支所）へ、おひとり様５品までお持込みください

古着を回収し、無料バザーを開催します！ 9：00～17：00
大田市民センター１階和室

バザー（無料）
期間・会場

申　方法

６・７月こねくと食堂 開催のお知らせこねくと食堂 開催のお知らせ

１７：００～２０：００
（最終受付 19：30）

子ども：無 料
おとな：２００円

参加費６/２７（金）６/２７（金）６/２７（金）

　大田市では、家族が遠方在住により一人暮らしや高齢者だけの世帯が多く、認知症などにより
財産管理や生活維持が困難となりお困りの方が多数いらっしゃいます。このような方の中には、
成年後見制度を利用することが望ましいケースが年々増加しております。大田市内には司法書士
等の専門職後見人が非常に少ない状況ではありますが、専門知識さえあれば一般市民でも後見
活動ができそうなケースが多数ある状況です。
　大田市では平成24年からこれまで７回の養成講座を開催し、延べ50件を超える後見事例で
市民後見人が選任され、現在も23件で市民後見人の皆様が活躍されています。
　今年度第8回となる市民後見人養成講座を開催しますので、多くの市民の皆さんが成年後見
制度の基礎知識を学ばれ、今後市民後見人として活動していただきたく、ご案内いたします。
　　　 受講期間は6月～来年1月で、毎月1回程度（全9回、土曜日、日中）開催予定です。
　　　 詳しくは、大田市社会福祉協議会  総務課までお問合せください。


